
同
窓
会
総
会
開
催
！

第
五
十
八
回
の
総
会
が
、
四
月
十
五
日
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

板
倉
に
て
開
催
さ
れ
た
。
着
任
早
々
の
横
山
校
長
、
西
谷

教
頭
の
ご
臨
席
の
中
、
同
窓
生
二
十
六
名
が
出
席
。
会
長

挨
拶
の
後
、
学
校
長
よ
り
新
任
の
挨
拶
と
昨
年
の
生
徒
の

移
動
状
況
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
会
長
が
議

長
と
な
り
和
気
藹
々
の
な
か
議
事
進
行
し
、
次
の
議
案
が

審
議
さ
れ
た
。

一
、
事
業
報
告
、
決
算
報
告
、
監
査
報
告

二
、
事
業
計
画
と
予
算
案

１
、
学
校
林
、
修
練
道
場
視
察

２
、
同
窓
資
料
室
の
今
後
に
つ
い
て

３
、
同
窓
の
集
い
実
行
委
員
会
構
成
の
件

４
、
役
員
改
選

三
、
そ
の
他

同
窓
会
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細
に
つ
い

て
は
別
記
報
告
し
ま
す
。
記
事
の
中
を
参
照
し
て
く
だ
さ

い
。

同
期
会
情
報

∧
旧
中
三
期
∨

∧
旧
中
五
期
∨

∧
一
期
生
∨

平
成
六
年
・
岩
見
沢
市

平
成
七
年
・
滝
川
市

平
成
八
年
・
幌
新
温
泉
一
泊

平
成
九
年
・
箱
根
、
東
京
２
泊

平
成
十
年
・
深
川
市

平
成
十
一
年
・
定
山
渓
温
泉

と
、
毎
年
同
期
会
を
開
催
し
て
い
る
。

∧
二
期
生
∨

∧
四
期
生
∨

∧
六
期
生
∨

二
十
九
年
卒
業
な
の
で
２
９
会
（
に
い
き
ゅ
う
会
）

∧
十
一
期
生
∨

∧
十
二
期
生
∨

∧
十
三
期
生
∨

三
十
六
年
卒
業
な
の
で
３
６
会
（
さ
ぶ
ろ
う
会
）
と
命

名
し
て
旧
交
を
暖
め
る
。

Ｈ
十
年
Ｈ
Ｐ
開
設
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∧
十
四
期
生
∨

∧
十
七
期
生
∨

∧
十
八
期
生
∨

猪
子
会
（
い
の
ね
会
）
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本
年
九
月
十
四
日
「
ま
あ
ぶ
」
に
て
開
催
の
予
定
。

∧
十
九
期
生
∨

昨
年
三
十
年
の
同
期
会
を
マ
ザ
ー
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
に
て

開
催
し
た
。

∧
二
十
期
生
∨

平
成
十
二
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
合
わ
せ
て
開
催

∧
二
二
期
生
∨

∧
二
三
期
∨

∧
三
一
期
生
∨

∧
三
九
期
生
∨

本
年
二
月
十
七
日
、
日
の
出
会
館
で
開
催

参
加
、
四
十
四
名

今
年
度
の
教
職
員
の
動
向

∧
転
出
者
∨

南

賢
治
先
生

（
英
語
）
旭
川
東
高
校
へ

橋
本

君
秀
主
任

（
事
務
）
旭
川
西
高
校
へ

∧
退
職
者
∨

山
崎
記
美
雄
先
生

（
校
長
）
旭
川
東
光
在
住

川
原

忠
先
生

（
教
頭
）
札
幌
在
住

西
山

昭
久
先
生

（
体
育
）
旭
川
神
楽
岡
在
住

北
風

一
憲
先
生

（
社
会
）
深
川
緑
町
在
住

野
理

仁
志
さ
ん

（
用
務
）
深
川
開
西
町
在
住

離
任
者
送
別
会
報
告

2
0
0

1

年

3

月

2
4

日

深
川
ホ
テ
ル
。

開
会
の
挨
拶
に
引
き
続
き
校
長
退
職
の
為
、
代
わ
っ
て

有
野
事
務
長
に
よ
る
離
任
者
一
人
一
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
た
紹
介
。
今
回
は
退
職
者
が
五
名
と
な
り
、
転
出
送

別
と
言
う
よ
り
長
年
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
う
送
別
の
宴
に

な
り
ま
し
た
。
ご
栄
転
さ
れ
た
ご
両
人
に
は
新
し
い
職
場

で
の
期
待
を
込
め
て
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
退
職
さ
れ

た
先
生
方
に
は
そ
れ
ぞ
れ
歩
ん
で
こ
ら
れ
た
来
し
方
を
思

い
出
深
く
語
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
へ
の
新
た
な
挑
戦

に
決
意
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
山
崎
校
長
は
野
菜
作
り

に
、
川
原
教
頭
は
源
氏
物
語
の
全
巻
点
字
翻
訳
へ
の
挑
戦

と
言
う
こ
と
で
抱
負
を
語
ら
れ
さ
か
ん
に
エ
ー
ル
を
贈
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
窓
会
等
か
ら
餞
別
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
梶
田
会
長
の
惜
別
の
言
葉
と
励
ま
し
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
た
後
、
乾
杯
の
音
頭
で
祝
宴
に
入
る
。

惜
別
の
思
い
出
が
交
錯
。
酔
い
も
高
ま
る
中
、
都
合
に

よ
り
途
中
退
席
の
大
西
会
長
に
か
わ
っ
て
溝
口
副
幹
事
長

の
三
本
〆
で
離
任
者
諸
兄
の
前
途
を
祈
念
す
る
。
直
ち
に

在
職
先
生
に
よ
る
離
任
者
へ
の
エ
ー
ル
。
全
員
で
校
歌
、

学
生
の
歌
を
高
ら
か
に
合
唱
す
る
中
、
惜
別
の
宴
は
終
了

し
た
。
。

久
し
ぶ
り
に
校
歌
と
学
生
の
歌
を
腹
の
底
か
ら
歌
っ
た
も

の
で
し
た
。
第
二
の
人
生
へ
と
歩
ま
れ
る
五
名
の
方
に
は

幸
多
か
ら
ん
事
を
願
い
、
離
任
さ
れ
る
お
二
人
の
先
生
方

の
各
地
で
の
ご
活
躍
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

∧
転
入
者
∨

横
山

豊
校
長

豊
浦
高
校
よ
り

西
谷

潤
一
教
頭

道
生
涯
学
習
部

高
校
教
育
課
主
査
よ
り

秋
月

浩
二
先
生

（
体
育
）
富
良
野
農
業
高
校
よ
り

笹
森

敦
先
生

（
社
会
）
雄
武
高
校
よ
り

大
畠

隆
弘
先
生

（
英
語
）
網
走
南
が
丘
高
校
よ
り

渡
辺

晃
さ
ん

（
事
務
主
任
）
根
室
西
高
校
よ
り

歓
迎
会
・
平
成
十
三
年
四
月

日
の
出
会
館

大
西
会
長
が
出
席
し
懇
親
を
深
め
る
。

（
十
二
年
度
分
）

◎

陸
上
部

【
地
区
】

三
千
ｍ
、
走
高
跳
、
砲
丸
投
げ
、
槍
投
げ

四
百
ｍ
リ
レ
ー

各
一
位
選
手
は
八
名

男
子
総
合
二
位
・
ト
ラ
ッ
ク
優
勝

女
子
総
合
三
位
・
フ
ィ
ー
ル
ド
三
位

【
全
道
】
六
月
二
十
二
～
二
十
四

函
館
市

予
選
通
過
者

男
子
・
八
百
ｍ

坪
谷

男
子
・
走
高
跳

古
川

男
子
・
百
十
ｍ
Ｈ

藤
田

女
子
・
槍
投
げ

多
田

四
百
ｍ
Ｒ
・
岡
田
、
藤
田
、
坂
本
、
高
橋

◎

バ
レ
ー
部

男
子
【
地
区
】

二
位

女
子
【
地
区
】

二
位

【
全
道
】
六
月
十
五
日
～
十
七

旭
川
市

ベ
ス
ト
８

◎

卓
球
部

【
地
区
】

団
体
三
位

個
人
選

Ｗ

鎌
田
・
大
路
準
優
勝

【
全
道
】
六
月
十
三
日
～
十
七
日

小
樽
市

個
人
選

Ｗ

鎌
田
・
大
路
一
回
戦
敗
退

◎

硬
式
テ
ニ
ス
部

【
地
区
】

団
体

男
子
二
位

女
子
二
位

個
人

Ｗ

加
藤
・
生
田

二
位

Ｓ

渡
辺
二
位

加
藤
三
位

【
全
道
】
六
月
二
十
二
～
二
十
四

帯
広
市

個
人
Ｓ

加
藤
・
渡
辺

二
回
戦
敗
退

Ｗ

加
藤
・
生
田

一
回
戦
敗
退

◎

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

【
地
区
】

団
体
、
予
選
敗
退

個
人
戦
ベ
ス
ト
８

◎

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部

【
地
区
】

男
子
団
体

一
回
戦
敗
退

個
人
一
回
戦
敗
退

女
子
団
体

三
位

個
人
Ｗ

ベ
ス
ト
８

個
人
Ｓ

ベ
ス
ト
８

◎

サ
ッ
カ
ー
部

【
地
区
】

準
優
勝

【
全
道
】
六
月
十
九
日
～
二
十
三
日

小
樽
市

二
回
戦
敗
退

◎

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

【
地
区
】

男
子
決
勝
リ
ー
グ
敗
退

女
子
１
回
戦
敗
退

◎

柔
道
部

【
地
区
】

七
十
三
Ｋ
ｇ
級

吉
田
、
優
勝

六
十
六
Ｋ
ｇ
級

高
崎
、
二
位

【
全
道
】

函
館
市

吉
田
、
高
崎
一
回
戦
敗
退

◎

剣
道
部

【
地
区
】

個
人
戦

中
村
、
二
回
戦
敗
退

第三号 深川西高校同窓会便り 発行 2001.７ .8

同
窓
生
の
要
の
同
窓
会
館
の
建
設
の
前
段
階
と
し
て
同
窓
資
料
室
の
開
設
の
話
が
進
ん
で
い
ま

す
。
同
窓
生
の
作
品
や
思
い
出
の
品
物
、
記
念
す
べ
き
一
品
、
特
に
新
聞
の
欠
け
て
い
る
号
や
、

学
校
祭
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
々
先
輩
か
ら
後
輩
へ
残
す
べ
き
物
は
一
杯
あ
る
の
で
す
が
、
現
物
が
あ

り
ま
せ
ん
。
是
非
寄
贈
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
を
お
持
ち
で
し
た
ら
お
願
を
い
た
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
個
人
の
出
版
物
な
ど
大
歓
迎
で
す
。
在
校
当
時
の
文
集
な
ど
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
。
是

非
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平成 12 年度収支決算書

自・12・4・1 から至 13・3・31

収入の部

前期繰越金 597,415

入 会 金 292,500 1500 × 195 名

ＣＤ /記念誌他 15,000

雑 収 入 127,196 利息・他

合 計 1,032,111

繰越 772、629

支出の部

総会及事業費 77,385

会 議 費 49,200 役員会・実行委員会

交 際 費 70,000 別記

通信事務費 11,780

雑 費 51,117

合 計 259,482

別記 教職員歓送迎会・餞別 55,000 香典 5,000

同窓会滝川支部総会 10,000

全国大会出場餞別 0

(発行人）
大西 道祥



塩
田
、
一
回
戦
敗
退

◎

弓
道
部

【
地
区
】

男
子
団
体
二
位

女
子
団
体
一
位

女
子
個
人

渡
会
二
位

【
全
道
】

六
月
十
八
日
～
二
十
一

釧
路
市

団
体
男
子
予
選
敗
退

女
子

ベ
ス
ト
８

個
人

渡
会
、
六
位

◎

野
球
部

【
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク
】

二
位
（
対
滝
川
西
に
敗
退
）

今
年
度
は
該
当
者
な
し

◎

ラ
グ
ビ
ー
部

◎

山
岳
部

◎

ス
キ
ー
部

◎

外
局
と
し
て
応
援
団

（
十
二
年
度
分
）

吹
奏
楽
局

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
等
継
続
活
動
中

放
送
局

活
動
中

新
聞
会

局
員
が
不
在
で
休
部

図
書
局

活
動
中

美
術
部

相
変
わ
ら
ず
少
数
精
鋭

英
語
部

活
動
中

弁
論
部

休
部

科
学
部

少
な
い
な
が
ら
も
健
闘
中

茶
華
道
部

前
期
が
華
道
、
後
期
は
茶
道

演
劇
部

部
員
が
不
在
で
休
部

写
真
部

根
強
い
人
気
で
頑
張
っ
て
ま
す

【
地
区
大
会
】

創
作
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
部
門

優
秀
賞

全
道
へ

創
作
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
部
門

入
賞

全
道
へ

【
全
道
大
会
】
六
月
二
十
二
～
二
十
三

釧
路
市

入
賞
な
し

学
校
林
見
学
・
湧
雲
の
白
樺
・
・
・

見
本
林
・
修
練
道
場
跡
訪
問

六
月
十
七
日
、
前
日
に
引
き
続
き
真
っ
青
な
空
の
も
と

十
時
中
央
病
院
駐
車
場
を
出
発
。
訪
問
者
十
三
名
遠
足
に

も
似
た
気
持
ち
で
心
う
き
う
き
。
ス
キ
ー
場
を
過
ぎ
て
車

は
や
が
て
ハ
イ
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
へ
。
の
ど
の
渇
き
を
癒
し

た
水
飲
み
場
を
過
ぎ
て
一
曲
が
り
、
道
場
へ
続
く
道
は
昨

年
は
ぬ
か
る
み
で
あ
っ
た
が
今
年
は
割
り
石
が
入
れ
ら
れ

て
整
備
さ
れ
て
い
て
心
地
よ
い
。
こ
こ
か
ら
徒
歩
と
な
る
。

道
の
脇
に
は
ワ
ラ
ビ
や
う
ど
、
蕗
が
目
に
付
い
て
足
が
進

ま
ず
は
去
年
の
話
。
今
年
は
す
っ
か
り
大
き
く
な
っ
て
食

用
に
は
き
つ
い
。
そ
れ
で
も
今
夜
の
お
か
ず
に
と
い
さ
さ

か
失
敬
。
ゆ
る
い
カ
ー
ブ
で
修
練
道
場
跡
地
に
到
着
。
真

新
し
い
看
板
が
目
に
入
る
。
き
れ
い
に
竹
が
刈
り
払
わ
れ

て
昔
の
石
垣
が
良
く
わ
か
る
。
昔
の
写
真
に
は
な
い
白
樺

の
木
が
歳
月
の
長
さ
を
伝
え
て
く
れ
る
。
「
建
て
る
時
、
秋

山
先
生
が
棟
梁
で
わ
れ
わ
れ
は
建
材
を
担
い
で
こ
こ
ま
で

歩
い
た
ん
だ
」
と
昔
を
思
い
浮
か
べ
て
感
慨
し
き
り
。
あ

た
り
に
木
は
生
え
て
い
な
か
っ
た
の
に
今
は
森
の
中
。
み

ん
な
で
記
念
撮
影
の
後
、
さ
ら
に
奥
に
数
分
歩
い
て
唐
松

の
植
林
地
へ
行
く
。
こ
こ
は
蕗
の
畑
で
一
抱
え
刈
と
っ
て

調
達
す
る
。
心
残
り
で
は
あ
る
が
学
校
林
の
中
の
湧
雲
の

白
樺
へ
出
発
。
途
中
で
「
同
窓
会
林
」
の
真
新
し
い
看
板

に
迎
え
ら
れ
、
さ
ら
に
道
は
何
回
も
曲
が
っ
て
は
上
へ
上

へ
。
「
湧
雲
の
白
樺
」
の
看
板
が
正
面
に
有
っ
て
こ
こ
で
バ

ス
を
下
車
。
白
樺
の
大
木
に
一
同
「
こ
れ
は
大
き
い
！
！
」

と
感
嘆
の
声
を
あ
げ
る
。

車
の
Ｕ
タ
ー
ン
の
場
所
を
求
め
て
沖
里
河
山
の
駐
車
場

へ
到
着
。
つ
い
で
に
数
十
段
の
階
段
を
登
っ
て
数
分
で
頂

上
へ
。
納
内
か
ら
深
川
の
町
並
み
を
眺
め
、
暑
寒
別
連
峰

や
大
雪
山
連
峰
、
十
勝
連
峰
を
遥
か
に
望
み
、
す
っ
か
り

気
を
良
く
し
て
下
山
す
る
予
定
だ
っ
た
が
頂
上
付
近
の
木

が
大
き
く
な
っ
て
眺
望
は
い
ま
一
つ
。
記
念
写
真
の
後
下

山
。
途
中
で
学
校
林
を
確
認
す
る
。

昼
食
会
場
「
ま
あ
ぶ
」
へ
。
収
穫
し
た
竹
の
子
は
す
ぐ

食
卓
へ
。
心
地
よ
い
風
が
吹
き
抜
け
る
中
で
食
欲
は
ビ
ー

ル
と
あ
い
ま
っ
て
最
高
潮
。
学
校
林
へ
の
今
後
の
対
策
、

次
回
の
再
会
を
約
束
し
て
乾
杯
す
る
。
特
に
今
年
設
置
し

た
看
板
は
ス
キ
ー
を
し
て
も
目
に
入
る
よ
う
に
冬
に
も
っ

と
高
い
と
こ
ろ
に
設
置
し
よ
う
と
言
う
機
運
が
高
ま
る
。

白
樺
の
周
辺
の
整
備
も
も
っ
と
進
め
る
事
。
尚
、
見
学
ツ

ア
ー
も
２
回
開
催
し
た
の
で
２
年
程
休
も
う
か
、
等
々
が

話
題
と
し
て
出
て
く
る
。
ま
ず
は
、
好
天
万
歳
！

現
状
は
人
工
林
か
ら
自
然
林
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
が
、

材
の
価
値
と
し
て
は
自
然
林
の
ほ
う
が
将
来
的
に
は
有
望

と
の
結
論
で
あ
る
。

追
伸
・
突
然
ポ
ッ
と
来
て
も
現
地
が
分
か
る
よ
う
に
は

し
て
い
ま
す
が
、
一
応
見
学
し
た
い
方
は
連
絡
下
さ
い
。

同
窓
の
集
い
報
告

第
一
回

平
成
八
年
八
月
十
四
日

参
加
三
百
五
十
人

第
二
回

平
成
九
年
八
月
十
四
日

参
加
二
百
余
人

第
三
回

平
成
十
一
年
九
月
十
八
日

参
加
二
百
二
十
余
人

第
四
回

平
成
十
二
年
九
月
九
日

参
加
一
七
六
名

特別会計 平成 12 年

収入の部
前期繰越金 3,446,932

地代 73,100 深川スキー場

雑収入 3,026 利息

合計 3,553,058

支出の部
税金 20,100 12 年度税金

雑費 210

合計 20,310

次期繰越金 3,532,748
内訳 普通預金 1,077,943

定期預金 500,000
定期預金 1,954,805

次
回
開
催
予
告

「
同
窓
の
集
い
」
を
本
年
九
月
八
日
土
曜
日
に
開
催
を

す
る
事
決
定
で
し
ま
し
た
。

午
後
六
時
三
〇
分

ホ
テ
ル
深
川
で
す
。
多
勢
の
参
加
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
実
行
委
員
会
が
近
々
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

今
年
は
四
期
、
十
四
期
、
二
十
四
期
、
三
十
四
期
、
四

十
四
期
が
担
当
で
す
。

∧
特
別
報
告
∨

旭
川
支
部
総
会
報
告

３
月
３
日
（
土
）
六
時
三
十
分
、
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
に
て

第
４
回
の
旭
川
支
部
の
総
会
が
開
か
れ
た
。
参
加
者
一
ニ

〇
名
余

会
費
・
五
千
円

《
参
考
》

第
一
回

五
十
三
年
一
八
○
名

第
二
回

五
十
五
年
一
ニ
ニ
名

第
三
回

六
十
ニ
年
一
一
六
名

本
部
か
ら
借
り
た
パ
ネ
ル
が
会
場
に
並
べ
ら
れ
、
校
歌

の
流
れ
る
な
か
懇
親
を
深
め
た
。

同
窓
の
女
性
の
司
会
で
楽
し
く
開
会
。
大
西
同
窓
会
長

持
参
の
同
窓
会
便
り
を
見
な
が
ら
歌
詞
カ
ー
ド
で
校
歌
を

歌
い
、
同
窓
会
６
０
年
記
念
史
か
ら
出
題
の
三
択
ク
イ
ズ

に
時
間
を
忘
れ
、
あ
っ
と
言
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。
山

田
吾
一
氏
の
高
校
時
代
の
思
い
出
話
や
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

の
情
報
を
交
換
し
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

小
樽
支
部
総
会
開
催

支
部
長
交
代
と
な
る
。

大
川
義
和
（
旧
三
）
支
部
長
よ
り
秋
山
義
昭
氏
（
高
十

三
）
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
。
現
在
二
十
二
名

六
月
に
開
催
。

東
京
深
中
会
開
催

七
月
八
日
開
催

会
長
・
村
中
末
隆
氏
。
会
員
約
三
十
名

津
田
前
会
長
出
席
予
定

滝
川
北
斗
会
総
会
開
催

第
三
十
八
回
の
滝
川
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
毎
年

定
期
的
に
開
催
さ
れ
て
い
て
な
か
な
か
盛
会
。

平
成
十
三
年
二
月
三
日
・
ホ
テ
ル
三
浦
華
園

会
員
二
十
名

会

長
・
中
山
弘
三

副
会
長
・
山
下
敏
良

副
会
長
・
吉
住
敏
夫

北
空
知
会
開
催

北
空
知
会
第
七
回
総
会

北
空
知
の
八
つ
の
高
校
を
母
校
と
し
、
国
税
官
署
に
勤

務
の
現
職
者
と
退
職
者
の
集
い
と
し
て
平
成
６
年
設
立
さ

る
。
同
窓
会
か
ら
毎
年
、
会
の
発
展
を
祈
っ
て
激
励
文
を

送
っ
て
い
る
。
旧
中
二
回
生
の
今
村
徳
吉
氏
が
創
設
時
か

ら
会
長
を
務
め
て
お
ら
れ
る
。

同
窓
資
料
室
の
開
設
予
定

前
々
か
ら
の
懸
案
で
あ
っ
た
同
窓
資
料
室
が
俄
然
現
実
味
を
帯

び
て
き
た
。
空
き
教
室
は
な
い
が
使
用
頻
度
の
低
い
部
屋
を
同
窓

会
の
た
め
に
開
放
し
て
く
れ
る
そ
う
で
、
全
く
う
れ
し
い
限
り
で

す
。
実
現
の
た
め
に
さ
ら
に
具
体
的
に
作
業
を
す
す
め
て
い
き
ま

す
。記

念
品
受
領
者

児
玉
菜
摘
さ
ん

新
入
会
員
代
表
挨
拶

今
井
克
也
君

平
成
十
三
年
三
月
一
日
、
平
成
十
二
年
度

第
五
十
三

回
卒
業
式
が
開
催
さ
れ
る
。
卒
業
生
一
九
五
名
。

ど
ろ
や
な
ぎ

▽

さ
て
、
東
京
深
中
会
開
催
に
合
わ
せ
て
間
に
合
わ
せ
る
べ

く
急
い
で
編
集
し
た
同
窓
便
り
な
の
で
旧
情
報
、
新
情
報
入
り
混

じ
り
の
同
窓
会
便
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
九
月
の
同
窓
の

集
い
に
合
わ
せ
て
の
発
行
な
の
で
出
来
も
あ
ま
り
に
も
拙
い
も
の

で
す
が
無
い
よ
り
ま
し
と
の
気
持
ち
は
今
回
も
全
く
同
じ
で
す
の

で
暖
か
く
見
守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

各
期
の
動
向
に
も
っ
と
力
を
注
ぎ
た
い
の
で
す
が
情
報
収
集
に

は
時
間
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
７
月
～
九
月
に
か
け
て
が
も
っ
と
も

多
く
開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
・
・
・
。

▽

北
国
は
今
、
盛
夏
を
迎
え
様
と
し
て
い
ま
す
。
深
川
駅
を

降
り
る
と
正
面
に
音
江
山
が
ど
っ
し
り
と
正
面
に
見
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。
花
に
飾
ら
れ
た
駅
前
付
近
は
す
っ
か
り
昔
の
面
影
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
是
非
一
度
見
て
く
だ
さ
い
。

▽

そ
う
言
え
ば
同
窓
会
で
校
庭
に
記
念
植
樹
を
し
た
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
ツ
リ
ー
も
や
っ
と
一
本
だ
け
大
き
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

後
、
何
年
で
花
を
咲
か
せ
る
の
か
楽
し
み
で
す
。
開
校
当
時
植
え

ら
れ
た
ど
ろ
や
な
ぎ
が
役
割
を
終
え
、
思
い
出
の
な
か
に
残
る
の

み
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
学
校
林
や
修
練
道
場
な
ど
も
風
化
さ
せ

ま
い
と
保
存
維
持
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

西
高
校
の
紹
介
ネ
ッ
ト
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現
在
登
録
者
ニ
六
五
名

是
非
登
録
し
て
同
窓
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う

同
窓
会
連
絡
先
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